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本
年
10
月
か
ら
幼
児

教
育
・
保
育
の
無
償
化
が
実

施
さ
れ
る
予
定
だ
が
、
こ
の

制
度
に
於
け
る
無
償
化
の
対

象
範
囲
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

対
象
範
囲
は
、
幼
稚

園
、
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も

園
を
利
用
す
る
、
３
歳
か
ら

５
歳
ま
で
の
全
て
の
子
供
た

ち
の
利
用
料
が
無
償
化
さ
れ
、

０
歳
か
ら
２
歳
ま
で
の
子
供

た
ち
の
利
用
料
は
、
住
民
税

非
課
税
世
帯
を
対
象
に
無
償

化
さ
れ
る
。

　
　
　

今
回
の
改
正
で
、
給

食
の
お
か
ず
代
な
ど
副
食
費

に
つ
い
て
は
、
現
在
幼
稚
園

は
実
費
負
担
で
、
保
育
所
で

は
３
歳
か
ら
５
歳
ま
で
は
、

副
食
費
は
利
用
料
に
含
ま
れ

て
い
る
が
、
幼
稚
園
の
子
供

と
の
整
合
を
図
る
た
め
、
低

所
得
世
帯
を
除
き
、
３
歳
か

ら
５
歳
児
は
保
護
者
負
担
と

な
る
の
で
は
な
い
の
か
、
ま

た
免
除
対
象
者
を
拡
充
す
る

と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
ど
の

よ
う
に
拡
充
さ
れ
る
の
か
。

　
　
　

給
食
費
は
、
保
護
者

に
よ
る
負
担
と
さ
れ
て
お
り
、

今
回
の
改
正
で
新
た
に
副
食

費
を
免
除
す
る
範
囲
が
拡
大

さ
れ
、
１
号
認
定
の
子
供
は
、

こ
れ
ま
で
生
活
保
護
世
帯
の

み
が
免
除
の
対
象
だ
っ
た
が
、

改
正
後
は
免
除
の
対
象
が
、

年
収
３
６
０
万
円
未
満
相
当

に
拡
大
さ
れ
、
２
号
認
定
の

子
供
に
つ
い
て
も
年
収
３
６

０
万
円
未
満
相
当
の
世
帯
全

て
の
子
供
に
対
し
て
免
除
の

対
象
が
拡
大
さ
れ
た
。

　
　
　

免
除
の
対
象
が
拡
大

さ
れ
て
も
、
該
当
し
な
い
子

供
が
い
る
と
思
う
が
。

　
　
　
　
　
　

副
食
費
の
免

除
が
拡
大
さ
れ
た
が
、
そ
れ

で
も
外
れ
る
児
童
に
つ
い
て

は
約
半
数
の
５
６
０
〜
５
７

０
名
と
試
算
し
て
い
る
。

　
　
　

約
半
数
の
子
供
た
ち

が
、
副
食
費
の
免
除
対
象
か

ら
外
れ
る
と
い
う
事
だ
が
、

こ
れ
ま
で
本
市
独
自
で
実
施

し
て
い
た
、
す
こ
や
か
子
育

て
支
援
事
業
の
中
で
、
今
回

国
の
無
償
化
制
度
で
、
そ
の

財
源
を
使
わ
な
く
て
済
む
と

思
う
が
幾
ら
く
ら
い
軽
減
さ

れ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　

約
５
千
万
く

ら
い
軽
減
さ
れ
る
。

　
　
　

５
千
万
く
ら
い
軽
減

さ
れ
る
の
だ
か
ら
、
国
の
支

援
制
度
に
該
当
し
な
い
子
供

た
ち
に
対
し
て
も
、
市
独
自

で
、
全
て
の
子
供
た
ち
の
副

食
費
を
無
償
化
に
す
べ
き
で
、

10
月
か
ら
始
ま
る
の
で
検
討

で
は
な
く
決
断
す
べ
き
と
思

う
が
。

　
　
　

そ
う
い
う
方
向
で
進

め
る
。

　
※
そ
の
他
の
質
問

　
・
森
林
経
営
管
理
法
に
つ

　

い
て

　
・
会
計
年
度
任
用
職
員
制

　

度
に
つ
い
て

市長／幼児教育の重要性は十分認識し
ており、全ての子供の健やかな育ちを
守るため、今後も取り組んでいきたい
と考えている。

　

幼保無償化制度は、幼児
教育の重要性や負担軽減
を図る少子化対策の観点
から、重要な施策だと思
うが、如何お考えか

幼保無償化制度は、幼児
教育の重要性や負担軽減
を図る少子化対策の観点
から、重要な施策だと思
うが、如何お考えか

柴田恭成議員

　
　
　

現
在
、
現
物
給
付

（
窓
口
無
料
化
）を
し
て
い
る

市
・
町
は
長
崎
市
、
大
村
市
、

対
馬
市
、佐
々
町
、波
佐
見
町
。

本
市
で
も
や
れ
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　

島
原
半
島
は

３
市
に
、
二
つ
の
医
師
会
が

あ
る
。
医
療
機
関
の
事
務
の

煩
雑
さ
が
あ
る
。

　
　
　

医
師
会
に
は
市
側
が

お
願
い
し
て
、
３
市
現
物
給

付
が
で
き
な
い
の
か
。

　
　
　

現
段
階
で
は
、
現
実

的
に
は
な
か
な
か
難
し
い
と

思
っ
て
い
る
。

　
　
　

最
近
の
有
馬
川
は
、

草
木
が
取
り
除
か
れ
、
積
も

っ
た
土
砂
が
整
地
し
て
あ
る
。

県
の
管
轄
な
の
に
ど
う
し
て
。

　
　
　

川
竹
、
雑
草
が
ひ
ど

く
茂
っ
た
区
間
に
つ
き
、
地

域
の
み
な
さ
ん
方
の
安
全
・

安
心
の
た
め
に
早
く
と
い
う

思
い
で
伐
採
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
有
馬
川
の
浚
渫
に
つ

い
て
の
、
昨
年
の
県
へ
の
要

望
は
ど
ん
な
結
果
だ
っ
た
の

か
。

　
　
　
　
　

大
変
危
惧
は
し

て
い
る
け
れ
ど
も
、
予
算
の

都
合
も
あ
り
、
な
か
な
か
一

度
に
は
で
き
な
い
と
い
う
返

事
で
あ
る
。

　
　
　

大
手
川
の
支
流
・
矢

櫃
川
の
堆
積
の
ひ
ど
い
と
こ

ろ
は
ど
う
な
っ
た
か
。

　
　
　
　
　

今
年
の
６
月
に

実
施
を
し
て
終
了
し
た
。

　
　
　

解
体
さ
れ
る
べ
き
空

き
家
対
策
に
つ
い
て
は
、
昨

年
の
定
例
会
で
質
問
し
た
が
、

こ
の
１
年
の
空
き
家
解
体
箇

所
の
現
状
は
。

　
　
　
　
　

老
朽
危
険
空
家

除
去
支
援
事
業
補
助
金
を
使

っ
て
24
件
が
解
体
。
そ
の
う

ち
11
件
は
市
か
ら
の
助
言
や

指
導
に
よ
り
解
体
。
残
り
13

件
は
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
の
周
知
に
よ
り
解
体

さ
れ
た
も
の
。
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市長 /給食費の減免制度を創設し
たいと言ってきた。現在研究を進
めているところである。

　
子育て支援について
学校給食費の助成に
ついて、その後の進
捗状況を問う

子育て支援について
学校給食費の助成に
ついて、その後の進
捗状況を問う

市
長

福
祉
保
健
部
長

保育所での給食風景

福
祉
保
健
部
長

防
災
に
つ
い
て

市
長

建
設
部
長

建
設
部
長

川竹が除去され整地された有馬川

流れは道路の下を通って大手川へ

質問の様子を
動画で見よう

質問の様子を
動画で見よう


